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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自
の活動を以下に留意して記載をしてください。 
a. 特に学術的に重要と考えられるもの 
日本消化器外科学会は 2017年 4 月に英文誌 Annals of Gastroenterological Surgery(AGSurg)を発刊

いたしました。AGSurgは，消化器外科学に関する価値の高い学術情報をすみやかに世界に発信する
ことを目的しています．本誌は 2021 年 6月に初のインパクトファクターを獲得し、現在は 2.9とな
っていますが，さらなる成長を遂げるべく，戦略的なジャーナル運営を継続しているところです． 
さらに本邦の消化器外科手術の 95%が登録されているNational Clinical Database (NCD)を利活用

し、様々な他の関連学会とともに消化器外科関連臨床研究を推進し、質の高いエビデンスを世界に向
けて発信しています。 

ｂ.当該領域における国際的な役割 
本学会は米国の Society of Surgical Oncology (SSO)、インドの Indian Association of Surgical 

Gastroenterology (IASG)、台湾の Taiwan Surgical Society of Gastroenterology(TSSG)、Brazilian College 
of Digestive Surgery(BCDS)との交流を続けてきました。コロナ禍以前は SSO とは交換留学研修プロ
グラムや IASGとは講演者相互派遣プログラムを行っていました。コロナ禍は休止中となり再開を模索
していましたが，現在はほぼ再開している所です。コロナ禍においてもTSSG、BCDSとは Joint Webinar
企画を行いました。また、現地開催される本年の第 79 回においては TSSG との Joint Symposiumの開
催を予定しています。 
ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 

本学会の最大の社会的意義は、急性腹症や腹部外傷をはじめとする救急疾患から、消化器癌の集学的
治療、良性消化器疾患の機能温存・低侵襲治療まで医療現場の最前線において、最も広い疾患分野を支
える消化器外科医を育成する重要な使命を担っていることと認識しております。 
本学会は、外科学・消化器外科学の学問的発展はもとより、若手外科医が誇りとやり甲斐を感じて生

涯研鑽を積むことができるシステムを構築し、社会に向けて発信する使命を有しています。 
本学会では消化器外科学会専門医を育成認定していますが、本邦の消化器癌に対する高難度手術に

おいてはその 8 割から 9 割に消化器外科専門医が関与していることが明らかになっており、短期術後
成績は世界的に見ても極めて良好であることが示されています。 
更なる消化器外科医のレベルアップのため、消化器外科医を目指す外科専門医が、適切な修練を経

て消化器外科専門医を確実に取得できるよう新しい制度を 2020 年から発足し、その一環として公式
テキスト「消化器外科医の心得」を発刊しました。学ぶべき事項が明確化され、質の高い専門医を育
成して社会に貢献しております。本学会は、消化器外科手術の質と安全性の向上、医療レベルの標準
化、均霑化に大きく貢献しています。 
ｄ.学会運営上留意している点 

日本消化器外科学会の会員数は近年徐々に減少し、60歳代会員割合の増加、中心的担い手である 40
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歳代会員割合の減少が認められます。我が国における急性期医療の重要な担い手である消化器外科領
域を目指す若手医師の減少は、国民の福祉、医療の質に関わる重要課題です。一方、近年医学部学生に
おける女性の占める割合は増加し、本学会においても女性会員の比率は徐々に高くなってきています。 
本学会が、外科基本領域最大のサブスペシアルテイー学会として社会に貢献していくための最重要課

題は、「若手及び女性医師の支援」と認識しております。 
そこで新たに 40 歳未満の若手医師による Under 40 委員会を全国規模で組織し若手消化器外科医が

主体的に技術向上、学術研究、人的交流を促進できる仕組みを構築しました。本学会の特徴の一つであ
る評議員申請のための会員歴基準を見直し、実績を積めば若手・中堅が申請できるよう制度改革に着手
しました。具体的な活動としては若手会員を対象としたアンケートを踏まえ， 技術支援を実現すべく，
2022年日本消化器外科学会総会においてU-40 Surgical Seminarを開催、遠隔手術指導システムを用い
たビデオクリニックを中心とした企画には，多くの若手会員が集いました．  
また、女性消化器外科医の支援として、男女共同参画WG を設立、委員会へ昇格させ、2022 年には

本学会の歴史上初の女性理事が誕生し、現在 2 名が活動しております。評議員についても，2025 年に
24 名の女性枠を設けることを決定しています．男女共同参画委員会の調査により，消化器外科手術の
短期成績は術者の性別に関係しないにも関わらず，女性消化器外科医が，男性消化器外科医に比べて高
難度手術を執刀する数が少ない ことが判明いたしました．こうした状況を改善するための「函館宣言
2023」を策定し，2023 年日本消化器外科学会総会において公表しました．これを着実に達成するため
のデータ解析・モニタープロジェクトを立ち上げ，性差のみならず，地域差や若手消化器外科医の手術
執刀状況などの現状を把握し，対策を講じていきたいと考えています．2024 年 4 月に導入された時間
外労働時間規制に向けて設置したワーク・イン・ライフ委員会では「加算を原資にインセンティブを消
化器外科医に 与えるべきである」という学会発信のステートメントを学会邦文誌に公表し、会員の労
働状況を把握するためのアンケート調査を行い，多くの会員が現在の消化器外科医の処遇に対して不
満を持ち、次世代に引き継ぐことへの懸念を有していることが明らかになりました。消化器外科医の働
き方改革の実現と消化器外科医の処遇改善を社会に発信していく所存でございます．  
Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下
さい． 
日本外科学会、外科系関連諸学会とともに創設した National Clinical Database を活用し、それぞれ

の学会から提案されたプロジェクト研究を評価、推進する枠組みが構築され、日本消化器外科学会の
データベース事業が、その役割を担っています。その結果、外科系学会より NCD を利用した多くの
エビデンスが世界に発信されています。 

 


